
- 1 -

解 答
３０ ４５１ 問１ 水平距離 落下距離唄

４０ ８０欝 水平距離 落下距離

右グラフ問２

１０ オ イ問３ 問４ 唄 欝

１５問５

オ 凝固２ 問１ 問２

沸点 融点問３ Ｘ Ｙ

水と氷が混ざっている。問４

加えた熱が温度上昇ではなく，水を蒸発させるために使われたから。問５

ア １６.５問６ 問７

変態 肉 たんぱく質 短３ 問１ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

エ イ問２ 問３

カ 下向きの小さな口が，大きく開く口になる。問４ 唄 欝

えら問５ つくり

水中にふくまれる酸素を取り入れ，体内の二酸化炭素を出す。はたらき

オタマジャクシは雑食性で，水草や植物プランクトンなどのせんい質を多くふくむものも食べ，消化に時間問６

がかかるので，長い消化管をもつ。成体は肉食なので，消化管が短くなる。

露 ウ４ 問１ 問２

湿球 湿球を包む布から水が蒸発するときに熱をうばうから。 ７７問３ 理由唄 欝

２０ １１ ３問４ 問５唄 欝

エ ア問６ 昼間 夜間

解 説

１ 問３ 経過時間 秒から 秒までに水平移動した距離は２ｍ（６－４）なので，水平方向の速さは毎秒１０ｍ（２
５
２

５
３

÷( － ）です。）
５
３

５
２

問４ 表から水平方向の速さを求めると，図２のグラフの横じく（経過時間）が大きくなっても，水平方向の唄

速さは毎秒１０ｍのまま変わりません。

表から落下方向の速さを求めると，経過時間が 秒のときは毎秒１ｍ（ ÷ ，１秒のときは毎秒５ｍ欝 ）
５
１

５
１

５
１

（５÷１），２秒のときは毎秒１０ｍ（２０÷２）です。したがって，グラフは（経過時間×５＝落下方向の速

さ）を表しているイになります。

問５ 図３で，ボールがかごに入るまでの落下距離は２８.８ｍ（３０－１.２）です。表から，落下距離を分数で

表したときの分子は，経過時間を分数で表したときの分子をかけあわせた数になっていることが読み取れます。

このことから，落下距離を （２８.８）ｍと表すと，経過時間は 秒とわかります。したがって，投げ
５

１４４
５

１２

たときのボールの水平方向の速さは，毎秒１５ｍ（３６÷ ）です。
５

１２

２ 問７ 実験２で，０℃の氷１００ が４℃の水になったとき，体積が９１ になったことから，４℃の水１５ｇ安 安

（１５ ）が０℃の氷になったときの体積は１６.５ （１５× ＝１６.４８…）です。安 安
９１

１００

４ 問４ 図２で，気温が２７℃のときの飽和水蒸気量は２５ｇなので，湿度８０％の空気１ にふくまれる水蒸唄 庵

気は２０ｇ（２５×０.８）です。

図２で，気温が１０℃のときの飽和水蒸気量は９ｇと読み取れるので，２０ｇの水蒸気のうち１１ｇ（２０欝

－９）が水になります。
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